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【研究目的】私たちの体内には約 24 時間で振動する概日
リズムが存在するが、その周期は正確に 24時間ではない
ため、外部環境とのずれが生じる。このずれを調節する
ための主要な因子は光である。光は中枢時計である視床
下部の視交叉上核(suprachiasmatic nucleus, SCN)に働
き活動リズムを 24時間周期に調節する。一方、光以外の
因子も知られており、例えばラットやマウスでは、1 日
の一定時間に限定して餌を与えると、給餌に伴って急激
に活動が増加する摂食振動体依存性リズムが現れる。このリズムは、摂食振動体(food entrainable oscillator, 
FEO)の働きにより出現する概日性のリズムであるが、その局在や制御機序については不明である。通常、
給餌サイクルは SCN 依存性リズムに影響しないが、SCN と FEO の両方が給餌サイクルに対して同調す
る CS マウスが知られている(1)。CS マウスは GABA 神経系の低下が認められている(2)ため、本研究では
給餌同調に GABA 神経系の関与があるかを検討することにした。 
 
【実験方法と結果】実験 1. CSマウスの給餌同調の確認：先行研究において、FEO 依存性リズムの発生に
報酬系の関与が報告されていることから(3)、給餌同調にも報酬系が関与しているかについて検討した。ま
ず通常餌と嗜好餌(チョコレートクッキ―)を用いて嗜好性テストを行った。その結果、嗜好餌の摂食量が
有意に多く、高い嗜好性が確認された。そこで、CS マウスに通常餌を呈示したうえで嗜好餌を呈示した
ところ、明確な給餌同調を確認することができた。また、給餌同調が現れないと考えられていた C57BL/6J
マウスでも嗜好餌に概日リズムが同調する個体が確認された。このことから、嗜好性の高い餌(報酬系を
強く刺激すると考えられる)により給餌同調が生じやすくなることが分かった。 
実験 2. 位相変位誘発法の確立：概日リズムの光同調は、光刺激に対するリズムに位相前進・後退により
生じる。給餌同調も給餌刺激に対して位相の前進・後退が生じているものと考えられるが、給餌刺激に
よる位相反応については明確でない。そこで、給餌刺激により活動リズムが最も位相変位を生じる条件
を検討した。その結果、1 日絶食させた後、明期開始 6 時間後(ZT6)に通常餌を与えた状態で嗜好餌を 3
日間呈示する条件が短期間での位相変位誘発法として適していると判断した。 
実験 3. GABA 神経系の作動薬と拮抗薬投与による給餌同調への影響：CS マウスでは、GABA 神経系の機
能低下により(2)、FEO から SCN へ情報がより強く伝達されると考えられる。そこで C57BL/6J マウス(FEO
からSCNへの情報が弱い)に対してGABAA受容体遮断薬であるビククリンを、CSマウスに対してGABAA
受容体作動薬であるニトラゼパムを投与し、位相変位への影響を調べた。その結果、C57BL/6J、CS共に
コントロール群と薬物投与群において意差がないことから、GABA 神経系の給餌同調への関与は認めら
れなかった。n 数の不足などで GABA 神経系の関与は完全に否定できないが、GABA 神経系以外として
は AMPA 受容体の可能性も考えられる。 
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